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湧水グラウンド・ゴルフ協会主催

「夏季グラウンド・ゴルフ大会」
　梅雨晴れのもと，多くの参加者の皆さんとともに，
町議会からも１チーム（５名）が参加しました。

第２回定例会・第２回臨時会第２回定例会・第２回臨時会

主な内容
定例会・臨時会の概要等‥  P2
議決事項　‥‥‥‥‥‥‥  P4～
どうなった私の陳情書  ‥‥P8
一般質問     ‥‥‥‥‥‥‥P11～
議会のうごき  ‥‥‥‥‥‥P16



第２回定例会・第２回臨時会

　第２回定例会が，６月 6 日から６月 29 日までの 24 日間の会期で開催されました。
　本定例会では，報告２件，固定資産評価審査委員会委員の選任に伴う同意 3 件，町過疎地
域持続的発展計画の変更，町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例他 2 件の制定及び各会計補正予算等 3 件が，さらに吉
松庁舎空調設備改修工事に伴う契約締結及び高齢者訪問給食サービス事業に係る備品取得や
価格高騰重点支援給付金（非課税世帯）を含む一般会計補正予算が提案されました。その中で，
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，2024 年度政府予算に係る意見書ほ
か１件の採択陳情については，それぞれ各陳情を採択し，それに伴う意見書を原案のとおり
可決しました。
　一般質問では，議員６名が 12 項目について質問しました。
　また，第 2 回臨時会を 7 月 14 日に開催し，農業委員会委員の任命に伴う同意 15 件及び
一般会計補正予算１件に関する議案が提案され，それぞれ可決されました。
　なお，各議案の採決結果については，P4 から P5 のとおりです。

一般会計補正予算
１億6296万円を追加

総額80億3152万３千円に

　新型コロナウイルス感染
症対策プレミアム商品券事
業補助金で，エネルギー，
食料品等の物価高騰が続い
ていることから，生活支援
を目的に１万円につき５千
円を補助し，１万５千円の
商品券を販売する経費が主
なもの

2,652万円

新型コロナウイルス感染症対策
プレミアム付商品券事業補助金

　旧栗野土木事務所用地
4,110㎡の購入費を計上

1,280万円

旧栗野土木事務所
用地購入費

　非課税世帯に３万円を給付
する価格高騰重点支援給付金

（非課税世帯），家計急変世帯
や外国人等に同額を給付する
価格高騰重点支援給付金（家
計急変等）の計上が主なもの

5,850万円

180万円

価格高騰重点支援
給付金（非課税世帯）

価格高騰重点支援
給付金（家計急変等）
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町内の介護施設，福祉施設，医療機関等に対する物価高騰対策
支援金の計上が主なもの

828万円

100万円

414万円

介護施設等物価高騰対策支援金

福祉施設等物価高騰対策支援金

医療機関等物価高騰対策支援金

　社会福祉協議会が実施する
高齢者福祉給食サービス事業
費を補助する電力・ガス・食
料品等価格高騰緊急支援給付
金の計上が主なもの

276万円

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

　県の地域振興事業の採択
を受け，町内５か所の看板
を QR コードが付いたもの
に盤面改修するもの

400万円

看板作成委託料

　農業機械等導入事業補助金
について，申請件数の増加に
伴う予算を増額するもの

1,000万円

農業機械等導入
事業補助金

　吉松体育館前広場にトイレ
と東屋を建築するもの

810万円

社会体育施設整備
工事費

湧水町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定を可決

　議会運営委員会委員長からの議員発委により，湧水町議会議員の請負の状況の公表に関する条

例の制定について提案し，全会一致で可決されました。

　今回の制定の内容は，地方自治法の改正により，事業を営む個人である地方公共団体の議員が，

当該地方公共団体に対し，請負をすることが，一定の額以内で認められたことを受け，議員個人

による請負の状況の透明性を確保するため，請負をした議員については，支払いを受けた合計額

等の議長に対する報告を，議長については報告内容の公表を，それぞれ義務付けること等を定め

た条例を制定する必要があることから，本条例を制定するものです。
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こんなことが決まりました
議　　案 提案理由等 議決結果

第

2

回

定

例

会

報 告
第 1 号

令和４年度湧水町一般会
計予算繰越明許費繰越計
算書について

令和４年度湧水町一般会計予算を令和５年度に繰
り越したので，地方自治法施行令第１４６条第２
項の規定により報告するもの（繰越した事業：１１
事業　繰越額：１億４千６百９７万９千円）

－ －

報 告
第 ２ 号

令和４年度湧水町水道事
業会計予算繰越計算書に
ついて

令和４年度湧水町水道事業会計予算を令和５年度
に繰り越したので，地方公営企業法第２６条第３
項の規定により報告するもの（繰越した事業：２事
業　繰越額：７百６８万５千円）

－ －

同 意
第 3 ～
５ 号

固定資産評価審査委員会
委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い，
湧水町川西　山下信也氏，同北方　郡山学氏，同木
場　老谷悟二氏を，地方税法第423条第３項の規定
により，議会の同意を求め，選任しようとするもの

同意
３件

全会
一致

議 案
第18号

湧水町過疎地域持続的発
展計画の変更について

令和３年度に策定した過疎地域持続的発展計画に
ついて，事業内容を追加し，計画変更したいため，
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法
第８条第１０項の規定において準用する同条第１
項の規定により，議会の議決を求めるもの

可決
全会
一致

議 案
第19号

湧水町特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例の制定について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並び
に特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する
基準が改正され，懲戒権に関する規定が削除され
たことから，左記条例の一部を改正しようとする
もの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第20号

湧水町放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の
制定について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準が改正され，条例で定める事項として児童の
安全の確保に係る規定の追加等がなされたことか
ら，左記条例の一部を改正しようとするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第21号

湧水町家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定に
ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準が
改正され，条例で定める事項として児童の安全の
確保に係る規定の追加等がなされたことから，左
記条例の一部を改正しようとするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第22号

令和５年度湧水町一般会
計補正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６千
２百４６万８千円を追加し，歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ８０億３千１百３万１千円と
するもの

原案 
可決

全会
一致
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議　　案 提案理由等 議決結果

第

２

回

定

例

会

議 案
第23号

令和５年度湧水町介護保
険事業特別会計補正予算

（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２百５８
万４千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ１２億７千８３万２千円とするもの

原案 
可決

全会
一致

議 案
第24号

令和５年度湧水町水道事
業会計補正予算（第１号）収益的収入での一般会計からの補助金 原案 

可決
全会
一致

陳 情
第 1 号

義務教育費国庫負担制度
負担率の引き上げをはか
るための，2024年度政
府予算に係る国への意見
書採択の陳情について

　P8参照 採択 全会　
一致

陳 情
第 2 号

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの，2024年度政府予
算に係る意見書採択の陳
情について

　P8参照 採択 全会　
一致

議 案
第25号

工事請負契約の締結につ
いて

吉松庁舎空調設備改修工事についての工事請負契
約を締結するため，地方自治法第９６条第１項第
５号及び湧水町議会の議決に付すべき契約及び財
産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基
づき，議会の議決を求めるもの

可決 全会　
一致

議 案
第26号 財産の取得について

高齢者訪問給食サービス事業の拡充による事業用
備品を取得したいため，地方自治法第９６条第１
項第８号及び湧水町議会の議決に付すべき契約及
び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定
に基づき，議会の議決を求めるもの

可決 全会　
一致

議 案
第27号

令和５年度湧水町一般会
計補正予算（第３号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９万２千
円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ
ぞれ８０億３千１百１２万３千円とするもの

原案　
可決

全会　
一致

第

２

回

臨

時

会

同 意
第 6 ～
2 0 号

農業委員会委員の任命に
ついて

農業委員会の委員の任期満了に伴い，湧水町北方　
福島昌信氏，同幸田 重村耕一郎氏，同木場 栫重明
氏，神掛ちず子氏，上水流政俊氏，清水隆一氏，園山
秀国氏，同鶴丸 萩原とよ子氏，前田格男氏，同川添 
竹ノ内春則氏，同川西 中尾隆氏，宮田幸雄氏，同中
津川 高橋慶生氏，同稲葉崎 興邊雄次氏及び同恒次 
上窪華氏を，農業委員会等に関する法律第８条第
１項の規定により，議会の同意を求め任命しよう
とするもの

同意
15件

全会
一致
９件

賛成
多数
６件

議 案
第28号

令和５年度湧水町一般会
計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４０万円
を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ
れ８０億３千１百５２万３千円とするもの

原案　
可決

全会　
一致
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　森林環境譲与税は，我が国の温室効果ガスの排出を削減するとともに，災害防止等を図るため，
森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から創設されました。国から配分される市
町村への譲与税の使途は，間伐や人材育成・担い手の確保，木材利用の促進や普及啓発等の森林
整備及びその促進に関する費用に充てることとされています。
　また，国は，森林の保水力低下に伴う洪水氾濫や山腹崩壊等に加え，停電の原因になる倒木等
に対応するため，森林環境譲与税を増額し，森林整備を促進させることとされています。
　しかしながら，森林環境譲与税の譲与基準は，私有林人工林面積（10 分の 5），林業就業者数（10
分の 2）及び人口（10 分の 3）に基づき算定されるため，人口の多い都市部への配分が多くなる
ことや森林整備には使われずに基金に積み立てられているなどの問題が指摘されており，現行の
譲与基準を維持したままでは，早急な整備を必要とする森林を抱える地方自治体への適正な配分
が行われず，防災上の観点からも，森林整備を促進する財源とされた趣旨を損なうことが懸念さ
れます。
　よって，国におかれては，森林環境譲与税について，林業に係る財政需要の大きな地方自治体
及び地球温暖化防止機能・土砂災害防止機能・土壌保全機能などの公益的な機能を有する過疎地
域，半島地域，離島地域に対し，特段の配慮がなされるよう譲与基準の見直しを行うことを強く
要望します。

上記，意見書を原案のとおり可決し，衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣及び関係各大臣宛てに提出し
ました。

森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について
発議者：仮屋良二議員　賛成者：橋元義嗣議員

議員発議

　総務民生常任委員会委員長からの議員発委により，第２回定例会の議案第２２号令和５年度湧
水町一般会計補正予算（第２号）について，附帯意見が提案され，全会一致で可決されました。
　附帯意見の内容は，総合交流施設の今後の活用策の検討について，「同施設活用検討協議会は，
市場調査結果に関する検討等に限定することなく，活用策の構想策定から検討協議を実施するこ
と。」また，「検討協議会の委員については，町内の有識者に限定することなく広く町外からもま
ちづくりの専門家等を招聘することとし，活用策の検討作業に十分な検討期間を設定するととも
に，必要な予算措置を遅滞なく講じること。」の意見を付するものです。湧水町議会から，行政
に付する意見は次のとおりです。

１　総合交流施設活用検討協議会は，年明けに予定される市場調査結果に関する検討等に限定す
ることなく，第 1段階の不動産鑑定とこれに続く市場調査と並行して，活用策の構想策定から
検討協議を実施すること。
２　総合交流施設活用検討協議会の委員は，町内の有識者に限定することなく町外のまちづくり
専門家等の有識者も招聘すること。
３　活用策の検討作業が拙速にならないよう十分な期間を設定すること。
４　上記１から３に必要な予算措置を遅滞なく講じること。

令和５年度湧水町一般会計（第２号）に対する附帯決議について
発委者：総務民生常任委員会委員長　中村和博

議員発委
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特別委員会を設置特別委員会を設置特別委員会を設置
湧水町議会委員会条例第５条の規定により次の特別委員会を設置しました。

≪湧水町議会活性化等調査特別委員会≫≪湧水町議会活性化等調査特別委員会≫
議会活性化等に関わる調査・研究をするために，１１名の委員構成による委員会を設置

  委員長　中原　和見　議員　／　副委員長　仮屋　良二　議員
　委員　田原　寛文　議員　／　委員　成相　　大　議員　／　委員　宗　　照夫　議員
　委員　久留須　修　議員　／　委員　中村　和博　議員　／　委員　橋元　義嗣　議員
　委員　吉永　義和　議員　／　委員　境田　公明　議員　／　委員　森山マスミ　議員

≪湧水町災害対策等調査特別委員会≫≪湧水町災害対策等調査特別委員会≫
風水害，地震等に関わる調査・研究をするために，６名の委員構成による委員会を設置

  委員長　境田　公明　議員　／　副委員長　宗　照夫　議員
　委　員　田原　寛文　議員　　／　　委　員　成相　　大　議員
　委　員　中村　和博　議員　　／　　委　員　中原　和見　議員

≪湧水町議会広報編集特別委員会≫≪湧水町議会広報編集特別委員会≫
議会広報の諸課題についての調査するため，６名の委員構成による委員会を設置

  委員長　田原　寛文　議員　／　副委員長　成相　　大　議員
　委　員　宗　　照夫　議員　　／　　委　員　久留須　修　議員
　委　員　境田　公明　議員　　／　　委　員　森山マスミ　議員

≪特別支援学校等誘致特別委員会≫≪特別支援学校等誘致特別委員会≫
特別支援学校等の誘致について，調査・研究をおこなうために，５名の委員構成による委員
会を設置

  委員長　森山　マスミ　議員　／　副委員長　吉永　義和　議員
　委　員　久留須　修　議員　／　委　員　橋元　義嗣　議員　／　仮屋　良二　議員
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採 択

意 見 書
提　 出

どうなった! 私の陳情書私の陳情書
義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための，2024年
度政府予算に係る意見書採択の陳情について

陳情者：湧水町稲葉崎　　山口　武文　氏
　陳情は，２０２４年度政府予算編成において，下記事項が実現されるよう，地方自治法第
９９条の規定にもとづき，国の関係機関に意見書提出することを求めるもの。

記
１．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため，地方財政を確保した上で義務教育費国
　　庫負担制度の負担割合を引き上げること

　義務教育費国庫負担割合を引き上げることができれば，地方自治体
の負担を軽減することになるため，原案のとおり採択すべきである。

　採択した項目を含めた「義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げ
をはかるための，２０２４年度政府予算に係る意見書」を議会本会議
に提案し，原案のとおり可決しました。

※衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣及び関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための，2024年度政
府予算に係る意見書採択の陳情について

陳情者：湧水町稲葉崎　　山口　武文　氏
　陳情は，2024 年度政府予算編成において，下記事項が実現されるよう，地方自治法第
９９条の規定にもとづき，国の関係機関に意見書提出することを求めるもの。

記
１．中学校・高等学校での 35 人学級を早急に実施すること。また，さらなる少人数学級に
　　ついて検討すること
２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため，加配教員の増員や少数職種の配置
　　増など教職員定数改善を推進すること
３．自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削
　　減は行わないこと
４．複式学級を解消すること
５．特別支援学級籍の子どもを交流学級でも在籍児童生徒数としてカウントすること

　学級編制基準などを定めた公立義務教育諸学校の学級編制及び教職
員定数の標準に関する法律の改正に基づくもので，原案のとおり採択
すべきである。

　採択した５項目を含めた「ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を
はかるための，２０２４年度政府予算に係る意見書」を議会本会議に
提案し，原案のとおり可決しました。

※衆議院議長，参議院議長，内閣総理大臣及び関係各大臣宛てに意見書を提出しました。

採 択

意 見 書
提　 出
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町政を問う町政を問う 6 人が質問

◆ 一 般 質 問 目 次 ◆

ここが知りたい !!
 　ここが聞きたい !!

一 般 質 問

吉永　義和議員

１．本町の農業政策について
２．町税等の滞納対策につい
て

P11
森山  マスミ議員

１．いじめ問題について

P14

境田　公明議員

１．ジビエ食肉処理施設と販
路拡大について

２．商工業振興策について

P12
小川　忍議員

１．能登半島等地震被災者等に対
する公営住宅の提供について

２．人口減少に伴う自治会組織
について

３．町民参加でアーモンド開花
を夢見る活動について

P15

中村  和博議員

１．豪雨災害への備えについて
２．子育て支援（学童保育）の
充実について

３．過去の質問のその後につ
いて

P10
橋元　義嗣議員

１．今後の農業振興について

P13

　6 月 26 日に開催された令和５年 第２回議会定例会中の森山議員に
よる「町内小中学校のいじめ事案の発生状況について」の一般質問で，
平 教育長が「令和 3 年度 28 件・令和４年度 19 件あり，認知後３か
月経過の段階では全てのいじめが解消された」との答弁であったが，
その後「再度精査した結果，数件は解消に至っていない」と判明し
たため，7 月 14 日に開催された令和５年 第２回議会臨時会の冒頭で
発言の訂正をされた。

【一般質問の答弁の訂正について】
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一 般 質 問

令
和
２
年
７
月
人
吉

豪
雨
レ
ベ
ル
の
豪
雨
が
、

湧
水
町
・
え
び
の
市
エ
リ
ア
に
発

生
し
た
場
合
の
被
害
想
定
は
。

洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
想

定
最
大
規
模
降
雨
に
示
す
よ
う
に
、

浸
水
被
害
等
甚
大
な
被
害
が
想
定

さ
れ
る
。

浸
水
家
屋
数
や
断

水
・
停
電
規
模
等
具
体

的
な
被
害
想
定
は
。

８
・
６
水
害
で
の
被

害
が
参
考
に
な
る
が
、

十
分
な
準
備
は
で
き
て
い
な
い
。

令
和
２
年
７
月
人
吉

豪
雨
災
害
か
ら
得
た
教

訓
は
。

住
民
の
避
難
行
動
に

お
い
て
、
共
助
が
十
分

で
な
か
っ
た
と
の
評
価
を
教
訓
と

捉
え
て
い
る
。令

和
２
年
７
月
人
吉

豪
雨
災
害
か
ら
得
た
教

訓
を
含
め
、
豪
雨
災
害
へ
の
備
え

は
。

避
難
行
動
の
遅
れ
が

人
的
被
害
を
招
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
確
実
な
避
難
行
動

の
実
践
が
必
要
で
、
地
区
ご
と
の

自
主
防
災
組
織
の
整
備
を
進
め
て

い
る
が
十
分
で
は
な
い
。

避
難
に
至
る
前
の
災

害
対
策
は
。

国
へ
の
要
望
活
動
に

よ
り
、
阿
波
井
堰
の
整

備
や
川
内
川
護
岸
の
整
備
等
を
進

め
て
き
た
が
、
湯
谷
川
水
門
へ
の

排
水
ポ
ン
プ
設
置
は
実
現
し
て
い

な
い
。

福
祉
避
難
所
の
指
定

状
況
と
福
祉
避
難
所

（
予
備
）
を
開
設
す
る
条
件
は
。

法
令
で
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
施
設
は
、

福
祉
避
難
所
（
予
備
）
に
指
定
し

て
い
る
。
栗
野
・
吉
松
両
保
健
セ

ン
タ
ー
と
総
合
交
流
施
設
の
３
か

所
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
浸
水
想

定
区
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式

の
福
祉
避
難
所
と
し
て
公
示
せ
ず

予
備
と
し
て
い
る
。

町
内
各
学
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
児
童
数
と
関
連

予
算
は
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
所

者
数
は
、
合
計
で
１

３
１
名
、
全
児
童
数
３
４
８
名
に

占
め
る
割
合
は
約
38
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
予
算
の
総

額
は
、
約
３
千
万
円
で
、
そ
の
内
、

約
１
千
４
百
万
円
が
国
県
か
ら
の

補
助
金
で
あ
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
は
。

待
機
児
童
は
い
な
い
。

特
別
支
援
教
育
を
受

け
て
い
る
児
童
の
学
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
は
。
ま
た
、
利
用

で
き
な
い
場
合
の
行
政
の
対
応
は
。

基
本
的
に
は
利
用
で

き
る
。
個
別
の
理
由
に

よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
を

調
整
し
、
利
用
料
金
は
町
で
負
担

し
て
い
る
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
と
職
員
は
法
令
で
定

め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

満
た
し
て
い
る
。

児
童
福
祉
法
は
、
学

童
ク
ラ
ブ
に
適
切
な
遊

び
場
と
生
活
の
場
を
与
え
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
各
学
童
ク
ラ
ブ

の
屋
外
で
の
遊
び
場
の
状
況
は
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
の
遊

び
場
の
状
況
は
、
必
ず

し
も
十
分
と
言
え
る
状
況
に
は
な

い
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
児
童
の
事
故
防
止

の
た
め
の
安
全
対
策
の
状
況
は
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
と
も

安
全
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
い
じ
め
事
案
の
発

生
状
況
は
。
ま
た
、
発
生
時
の
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
状
況
は
。

い
じ
め
事
案
は
発
生

し
て
い
な
い
。
発
生
時

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
未
整
備

で
あ
り
、
今
後
適
切
に
対
応
し
た

い
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
の
活

動
内
容
は
。
ま
た
、
学

習
指
導
を
加
え
る
充
実
策
の
検
討

は
。

各
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

異
学
年
を
通
じ
た
遊

び
や
自
主
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

指
導
員
等
の
問
題
も
あ
り
、
学
習

指
導
を
加
え
る
の
は
難
し
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
育
成
に
関
す
る
行

政
事
務
の
充
実
改
善
状
況
は
。

定
例
会
の
開
催
や
新

人
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
３
年
後
の
独
立
・
定
住
に
向

け
て
必
要
な
研
修
の
受
講
や
資
格

取
得
の
支
援
を
し
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
を
効

果
的
・
効
率
的
に
推
進

す
る
た
め
の
総
合
調
整
機
能
を
有

す
る
新
た
な
組
織
に
関
す
る
検
討

状
況
は
。

具
体
的
に
設
置
は
し

て
は
い
な
い
が
、
係
長

級
で
構
成
す
る
「
移
住
定
住
促
進

会
議
」
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
検

討
す
る
。

係
長
級
で
構
成
す
る

会
議
が
、
町
の
人
口
減

少
対
策
全
般
を
総
合
調
整
し
、
直

接
町
長
に
提
案
で
き
る
と
は
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
本
当

に
や
れ
る
の
か
。今年

度
は
こ
の
体
制

で
や
る
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
対
応
を
検
討
す
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問 問

問

問

問

問

中村　和博 議員
豪雨災害への備えは

避難体制の整備が課題町
長

町
長

町
長

町
長

問町
長

問

子
育
て
支
援
（
学
童
保

育
）
の
充
実
に
つ
い
て

町
長

問問

問

町
長

町
長

問問問 町
長

町
長

町
長

問問 町
長

町
長

過
去
の
質
問
の
そ
の
後

に
つ
い
て
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農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
の
面
積
の
推

移
に
つ
い
て
伺
う
。

５
年
に
一
度
全
体
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
業
地
面

積
は
、

平
成
18
年
が
２
，
０
９
４
ｈ
ａ
、

平
成
23
年
が
２
，
０
９
４
ｈ
ａ
、

平
成
28
年
が
２
，
２
４
１
ｈ
ａ
、

令
和
４
年
が
２
，
２
８
６
ｈ
ａ

と
推
移
し
て
い
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
進
行
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

本
町
で
は
、
こ

れ
ま
で
14
地
区
に

分
け
、
さ
ら
に
そ
の
地
区
を
３

つ
の
集
落
に
細
分
化
し
、
42
集

落
が
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質

化
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
の
徹

底
し
た
話
し
合
い
に
よ
り
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
収
積
化
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
法
律
改
正
が

行
わ
れ
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

「
地
区
の
全
体
農
地
の
50
％
以

上
が
担
い
手
に
集
積
さ
れ
れ
ば

実
質
化
が
さ
れ
て
い
る
」
と
さ

れ
、
本
町
は
令
和
３
年
３
月
末

ま
で
に
全
て
集
落
を
実
質
化
さ

れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
し
て

公
表
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
新
た
に
地
域
計
画

と
し
て
法
定
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
農
業
委
員
会
等

関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
地
収

積
・
集
約
化
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

耕
作
放
棄
地
の

把
握
と
解
消
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

耕
作
放
棄
地
の
把

握
と
解
消
に
向
け
た

取
組
は
、
農
業
委
員
会
の
所
掌

事
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
答
弁
を

差
し
控
え
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
耕
作
放
棄
地
の

把
握
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
農

業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
一
体
と
な
り
、
農
地

利
用
状
況
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
日
常
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
耕
作
放
棄
地
の

把
握
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
つ
い
て
は
、
今
後
耕
作
が

見
込
め
る
農
地
は
、
農
業
委
員

会
が
農
家
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
耕
作
再
開
に
向
け
て
の

必
要
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

圃
場
の
基
盤
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
全

国
に
先
駆
け
て
圃
場
整
備
事
業

を
実
施
し
て
、
半
世
紀
近
く
に

な
る
。
現
在
で
は
、
大
型
機
械

等
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
効
率

を
上
げ
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ

る
た
め
に
は
、
今
の
圃
場
で
は

区
画
が
狭
く
効
率
が
悪
く
、
生

産
性
の
高
い
農
業
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
現
状
に
は
そ
ぐ
わ

な
い
圃
場
だ
と
思
う
。
今
後
の

水
田
農
業
を
維
持
し
、
１
次
産

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
さ

せ
て
い
く
に
は
、
圃
場
の
基
盤

整
備
が
急
務
と
思
わ
れ
る
が
考

え
を
伺
う
。

基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
推

進
を
農
業
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で

あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
計

画
に
盛
り
込
め
る
よ
う
な
状
況

を
先
導
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

滞
納
を
放
置
し

て
お
く
こ
と
は
、
納

付
意
識
の
更
な
る
希
薄
化
に
つ

な
が
る
ば
か
り
か
、
き
ち
ん
と

納
付
し
て
い
る
方
と
の
公
平
性

を
保
て
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
未
収
金
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
は
、
町
の
財
政
を
圧
迫
し

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
町
政
運
営
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
う
い
っ
た
事
態
を
回
避

し
、
自
主
財
源
を
少
し
で
も
確

保
す
る
た
め
に
、
町
税
等
の
滞

納
対
策
に
つ
い
て
は
、
必
要
不

可
欠
で
は
な
い
か
と
思
う
。
次

の
３
点
（
①
町
税
等
の
滞
納
状

況
、
②
不
能
欠
損
状
況
、
③
地

方
税
等
確
保
特
別
採
索
委
員
会

の
成
果
）
に
つ
い
て
伺
う
。

委
員
会
で
は
滞

納
繰
越
額
や
不
納

欠
損
額
等
決
算
状
況
の
確
認
・

報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

給
与
や
預
貯
金
等
の
調
査
、
差

押
え
方
法
な
ど
徴
収
に
係
る
研

修
を
行
い
、
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
て
い
る
状
況
で
す
。

スマート農業の成否は，
　　　　農地の基盤・区画整備である。

農家負担のない農地整備事業で実現を！

町
長

町
長

問

問

問

町
長

問町
長

一 般 質 問

吉永　義和 議員
本町の農業政策について

事業の推進は農業委員
会と連携を図る

町
長

町
長問

町
税
等
の
滞
納
対
策

に
つ
い
て
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商
工
業
者
の
活

性
化
と
景
気
回
復

の
起
爆
剤
と
な
る
よ
う
に
、
短

期
的
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
等
が

あ
る
と
思
う
が
、
長
期
的
視
点

か
ら
利
子
補
給
事
業
の
拡
充
を

図
る
考
え
が
な
い
か
。
商
工
業

者
は
経
済
が
回
れ
ば
、
品
物
が

売
れ
れ
ば
、
設
備
投
資
を
し
よ

う
か
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

商
工
業
者
が
投
資
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
か
。
具
体
的
に
は
、

現
行
の
借
入
年
度
に
１
回
1
％

を
複
数
年
に
、
ま
た
、
借
入
時

の
保
証
料
に
対
す
る
補
助
な
ど

の
拡
充
は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺

う
。

利
子
補
給
事
業

を
活
用
し
た
件
数

は
、
４
か
年
間
で
68
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
約
４

３
７
万
円
の
利
子
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
保
証
料

が
必
要
と
な
っ
た
借
入
は
８
件

で
、
商
工
業
者
が
保
証
料
約
３

１
４
万
円
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
、
地
域
の
雇
用

促
進
や
地
域
経
済
の
発
展
の
た

め
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
複
数
年
支

援
や
保
証
料
を
補
助
す
る
こ
と

で
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
や

す
い
商
工
業
者
に
と
っ
て
、
財

務
面
で
の
不
安
を
払
拭
し
、
安

定
し
た
経
営
の
推
進
に
貢
献
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
今
後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

こ
の
質
問
は
、
以

前
質
問
し
ま
し
た

鳥
獣
被
害
対
策
の
中
で
、
ジ
ビ

エ
を
食
肉
と
し
て
流
通
さ
せ
る

た
め
に
専
用
の
処
理
施
設
を
作

る
必
要
性
が
あ
る
。
で
き
な
け

れ
ば
、
隣
の
伊
佐
市
に
あ
る
施

設
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
議
論
を
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ま
で
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
４
月
か
ら
ジ
ビ
エ
活
用
を
専

門
に
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
隊
員
が
赴
任
し
ま
し
た
。
私

は
、
町
長
が
「
ジ
ビ
エ
に
対
し

て
重
要
視
し
て
い
る
」
と
理
解

を
し
、
ジ
ビ
エ
の
処
理
施
設
は

必
ず
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
町
長
に
ジ
ビ

エ
処
理
施
設
を
早
急
に
建
設
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

ジ
ビ
エ
食
肉
処

理
施
設
の
建
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
よ
り
、
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
を
目
的
に
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
産
業
振
興
課

に
１
名
採
用
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の

活
動
状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら

検
討
い
た
し
ま
す
。

建
設
で
は
な
く
今

あ
る
施
設
の
有
効
活

用
と
し
て
、
例
え
ば
、
大
原
ふ

れ
あ
い
農
園
体
験
施
設
・
旧
吉

松
給
食
セ
ン
タ
ー
・
加
工
セ
ン

タ
ー
等
の
利
活
用
は
考
え
ら
れ

な
い
か
伺
う
。ジ

ビ
エ
の
補
助
事

業
等
の
活
用
で
新
し

く
作
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
前
に

進
め
て
い
き
た
い
と
明
言
い
た

し
ま
す
。

ジ
ビ
エ
の
販
路
拡

大
の
た
め
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
ジ
ビ
エ
専
門
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
と
飲
食
店
等
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

ジ
ビ
エ
の
販
売

を
行
う
た
め
に
は
、

鳥
獣
を
解
体
・
精
肉
に
す
る「
食

肉
処
理
業
」
と
「
食
肉
販
売
業
」

の
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
鳥
獣

を
解
体
・
精
肉
に
す
る
た
め
に

は
、「
食
肉
処
理
施
設
」
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
ジ
ビ
エ
の
販

路
拡
大
及
び
飲
食
店
等
の
連
携

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
等
の
活
動
状
況
等
を

把
握
し
な
が
ら
可
能
性
を
探
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

町
長

町
長

問

問

境田　公明 議員
利子補給の拡充を図る考えがないか

安定経営に貢献することから
今後検討したいと思います。

町
長

町
長 問

ジ
ビ
エ
食
肉
処
理
施
設

と
販
路
拡
大
に
つ
い
て

問

一 般 質 問

町
長
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一 般 質 問

新
規
就
農
者
、
新

規
就
農
を
目
指
す
地

域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
支
援
策

に
つ
い
て
伺
う
。

新
た
に
就
農
す
る

農
業
後
継
者
に
対
し

ま
し
て
は
、
農
業
後
継
者
育
成

事
業
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
や
経
営
発
展
支
援
事
業
な

ど
に
よ
り
、
就
農
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
農
業
委

員
会
で
就
農
に
必
要
な
農
地
の

斡
旋
等
の
相
談
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

新
規
就
農
を
目
指
す
地
域
お

こ
し
協
力
隊
へ
の
新
規
就
農
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２
年
度

に
採
用
し
ま
し
た
協
力
隊
が
３

年
間
の
活
動
期
間
を
終
え
、
本

年
度
よ
り
就
農
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
隊
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

湧
水
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
継
承
支
援
補
助
金
等
を
活
用

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
稲
、
畜
産

を
や
る
に
し
て
も
、
土
地
や
多

く
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

農
業
を
や
っ
て
み

た
い
、
自
然
に
触
れ

な
が
ら
住
ん
で
み
た
い
、
そ
う

い
っ
た
方
々
の
支
援
が
、
今
後

の
農
業
の
発
展
・
繁
栄
に
つ
な

が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
事
業
の
推
進
を
図
り
な

が
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
や
っ

た
ら
生
計
を
立
て
ら
れ
る
の
か

と
い
う
不
安
を
払
拭
す
る
た
め

に
も
研
修
受
入
制
度
等
や
居
住

の
支
援
も
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

町
内
で
２
名
の
方

が
今
年
か
ら
こ
れ
か

ら
一
次
産
業
で
あ
る
農
業
、
林

業
を
生
業
と
し
て
や
っ
て
い
く

と
決
意
さ
れ
、
起
業
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
若
者
た
ち
を

農
業
で
や
っ
て
い
か
せ
る
の
だ

と
覚
悟
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ

と
と
思
う
が
、
町
の
覚
悟
、
決

意
の
ほ
ど
を
伺
う
。

食
料
安
定
を
考
え

た
と
き
に
地
域
で
で

き
た
も
の
は
地
域
で
地
産
地
消

と
い
う
形
も
始
ま
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

農
業
を
や
り
た
い

と
い
う
方
々
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
雇
用
し
、

研
修
・
起
業
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
３
年
間
の
う
ち
に
生
活
が
安

定
し
、
ま
た
町
も
地
域
の
方
々

を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

み
、
相
談
相
手
に
な
り
、
３
年

経
っ
た
ら
確
実
に
湧
水
町
で
定

着
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
も
一

つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

独
立
、
定
着
す
る

た
め
の
色
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
成
功
事
例
を
も
と
に

し
て
、
今
後
の
農
業
振
興
に
一

役
担
い
た
い
と
気
持
ち
に
な
る

よ
う
に
、
新
規
就
農
者
が
定
着

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。

金
山
ネ
ギ
の
作
付

普
及
拡
大
に
つ
い
て

伺
う
。

金
山
ネ
ギ
に
つ
い

て
は
、
本
町
基
幹
作

物
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、

現
在
31
戸
で
8
．
1
h
a
が

作
付
け
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町

と
し
て
は
、
町
の
単
独
事
業
で

あ
る
「
金
山
ネ
ギ
振
興
対
策
事

業
」
で
機
械
導
入
の
補
助
、
箱

苗
購
入
経
費
の
補
助
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
新
規
栽
培
農
家

は
、
栽
培
開
始
か
ら
１
年
間
は

箱
苗
購
入
経
費
の
全
額
を
補
助

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

栽
培
面
積
及
び
栽
培
農
家
数
の

増
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
10
年
度
に
栗
野
町
、

吉
松
町
、
両
町
で
金
山
ネ
ギ
販

売
高
が
１
億
円
を
突
破
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
面
積
拡
大

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

金
山
ネ
ギ
の
普
及

拡
大
策
を
言
っ
て
い

る
の
は
新
規
就
農
対
策
で
も
あ

り
ま
す
。
ネ
ギ
を
出
荷
す
る
ま

で
に
は
多
く
の
工
程
が
要
り
ま

す
。
生
産
す
る
だ
け
な
ら
一
人

で
も
で
き
ま
す
。
多
く
の
作
付

も
で
き
ま
す
。
あ
と
の
調
整
と

出
荷
に
手
間
が
か
か
り
、
作
付

を
増
や
せ
な
い
の
で
す
。
町
で

手
助
け
で
き
な
い
か
伺
う
。

収
穫
を
し
て
か
ら
、

製
品
に
な
る
ま
で
の

こ
の
間
の
工
程
を
農
家
の
方
々

で
は
な
く
、
別
に
選
果
場
な
ど

を
設
立
し
て
い
け
ば
作
付
増
加

に
つ
な
が
り
、
金
山
ネ
ギ
の
販

売
力
、
作
付
面
積
の
増
加
、
参

加
農
家
の
増
加
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
考
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ア
ー
モ
ン
ド
の
出

荷
・
調
整
施
設
を
町

で
造
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
場
所
が
ま
だ
空
い
て
い
る
よ

う
で
す
の
で
、
ネ
ギ
の
調
整
・

出
荷
施
設
を
設
置
し
て
、
そ
の

工
程
の
中
で
ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
を
雇
え
ば
雇
用
に
な
る

の
で
提
案
し
た
い
。

課
題
解
決
の
た
め

に
は
、
選
果
場
と
い

う
の
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

く
る
も
の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
湧
水
町

の
金
山
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
し
っ
か

り
と
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

問

問

問

町
長

問

町
長

橋元　義嗣 議員
今後の農業振興について

新規就農者が定着でき
るよう考えたい

町
長

町
長

問

町
長問町

長

問
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学
校
は
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
、
１

日
の
大
半
を
過
ご
す
場
所
で
あ

る
。
町
内
小
中
学
校
の
い
じ
め

事
案
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

本
町
教
育
行

政
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
い
じ
め
は
大

人
で
あ
っ
て
も
子
ど
も
で
あ
っ

て
も
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い

う
危
機
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
中
学
校
の
い
じ

め
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
に
28
件
、
令
和
４
年

度
に
19
件
あ
り
、
児
童
生
徒
の

日
々
の
様
子
を
把
握
し
続
け
、

丁
寧
な
生
徒
指
導
に
努
め
た
結

果
、
認
知
後
３
か
月
経
過
の
段

階
で
は
、
全
て
の
い
じ
め
事
案

が
解
消
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の

間
に
計
47
件
の
い
じ
め
事
案
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
件
数

の
中
に
重
大
事
態
に
認
定
し
た

事
実
は
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

重
大
事
態
は
、

令
和
３
年
度
に

あ
っ
た
。

い
じ
め
事
案
の
発

生
が
確
認
さ
れ
た
場

合
の
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

い
じ
め
の
早

期
発
見
、
早
期

対
応
に
努
め
て
い
る
。
校
内
に

学
校
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会

を
設
け
、
い
じ
め
を
受
け
た
児

童
と
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
の

双
方
の
保
護
者
や
関
係
の
あ
る

児
童
生
徒
、
教
職
員
か
ら
事
実

を
適
切
に
確
認
し
て
い
る
。
ま

た
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
と

そ
の
他
の
児
童
等
が
安
心
し
て

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
対
応
の
手
順

や
そ
の
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
と
は
何
か
伺

う
。

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
、
教
育
相
談
を
丁
寧
に

行
っ
た
り
、
家
庭
訪
問
を
行
っ

た
り
し
ま
す
。い

じ
め
事
案
が
確

認
さ
れ
た
場
合
の
湧

水
町
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

湧
水
町
い
じ

め
問
題
対
策
委

員
会
は
、
学
識
経
験
を
有
す
る

弁
護
士
、
大
学
準
教
授
、
医
師
、

臨
床
心
理
士
、
社
会
福
祉
士
の

５
名
で
組
織
し
、
年
１
回
、
９

月
に
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

い
じ
め
事
案
の
う
ち
重
大
事
態

が
発
生
し
た
時
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
数
回
開
催
す
る
場
合
も

あ
る
。

い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
が
あ
る
が
、

い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が
児

童
生
徒
の
様
子
に
目
を
配
る
べ

き
だ
が
、
教
職
員
の
対
応
は
ど

う
し
て
い
る
か
伺
う
。

学
校
長
、
教

頭
、
管
理
職
が

今
ま
で
と
違
う
考
え
方
を
持
っ

て
き
て
お
り
、
子
ど
も
達
に
積

極
的
に
声
掛
け
し
、
い
じ
め
防

止
に
全
力
投
球
し
て
い
る
。

い
じ
め
事
案
の

発
生
が
確
認
さ
れ

た
場
合
の
湧
水
町
総
合
教
育
会

議
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

地
方
公
共
団
体
の

長
と
教
育
委
員
会
が

十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
地

域
の
教
育
の
課
題
等
を
共
有
し
、

よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教

育
推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
首
長
の
判
断
に
よ
り
緊

急
の
対
策
等
に
つ
い
て
、
町
長
、

教
育
長
及
び
全
て
の
教
育
委
員

で
協
議
・
調
整
を
行
う
。

問

問

森山マスミ 議員
いじめ事案の発生状況について

発生状況に基づき早期対応に
努める

教
育
長

問問

教
育
長

一 般 質 問

問

町
長

教
育
長

教
育
長

問教
育
長

問教
育
長

教
育
長

「
い
じ
め
根
絶
の
強
い
思
い

を
持
ち
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
力
し
、
い
じ
め
の
な

い
小
中
学
校
に
な
る
こ
と
を

強
く
願
う
。」
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一 般 質 問

今
春
、
石
川
県
能

登
半
島
で
震
度
６
強

の
地
震
が
あ
り
、
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
死
者
行
方
不
明
者
、

家
屋
の
全
壊
や
半
壊
で
居
住
出

来
ず
、
避
難
所
や
車
中
泊
等
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
な
か
、
未
だ
に
強
い
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
不
安
の
日
々

が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
現
在
の
能
登
地
方
よ
り

地
震
も
少
な
い
、
本
町
で
安
心

安
全
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
現

在
空
室
の
60
戸
余
り
の
公
営
住

宅
等
を
提
供
し
て
、
被
災
者
救

済
の
た
め
の
募
集
は
考
え
ら
れ

な
い
か
伺
う
。他

県
の
被
災
者
を

対
象
と
し
た
公
営
住

宅
等
の
確
保
に
つ
い
て
は
、国
・

県
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
入

居
希
望
が
あ
れ
ば
、
柔
軟
な
対

応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

町
営
住
宅
へ
の
入
居
は
可
能
で

あ
り
ま
す
。

災
害
は
、
石
川
県

に
限
ら
ず
、
日
本
国

内
で
発
生
し
て
い
る
。
自
然
災

害
の
被
災
者
に
呼
び
か
け
る
提

案
で
あ
り
、
本
町
の
活
性
化
に

向
け
た
唯
一
の
対
策
で
あ
る
と

と
も
に
「
小
さ
な
過
疎
の
町
の

人
道
支
援
の
住
み
や
す
い
ま

ち
」
と
し
て
、
全
国
に
知
ら
し

め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
思

え
る
が
、
ど
う
か
伺
う
。

空
き
室
の
有
効
活

用
に
理
解
で
き
る
の

で
、
検
討
し
ま
す
。

本
町
各
自
治
会
の

現
状
は
、
少
子
高
齢

化
の
煽
り
を
受
け
て
、
高
齢
者

の
身
体
虚
弱
等
に
よ
る
役
員
不

足
に
よ
っ
て
、
特
定
の
人
が
重

複
役
員
等
を
担
っ
て
お
り
、
心

身
伴
に
疲
労
感
の
声
や
、
自
治

会
を
脱
退
す
る
声
も
あ
り
、
自

治
会
の
危
機
を
感
じ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
現
実
を
ど
の
様
に
捉

え
て
い
る
か
伺
う
。
ま
た
、
今

後
持
続
的
自
治
会
組
織
の
維
持

に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
る
か

伺
う
。

少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
近
隣
住
民
の
助

け
合
い
や
支
え
合
い
を
担
う
自

治
会
組
織
の
維
持
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
事
か
ら
、
今
後
も
自

治
会
の
統
廃
合
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
区
補
助
金
を
柱
と

し
た
自
治
会
へ
の
助
成
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
区
や
若
者
等
が

困
っ
て
い
る
の
は
、

金
で
は
な
く
人
手
不
足
の
解
消

対
策
で
あ
り
、
同
様
の
事
を
克

服
し
て
い
る
町
を
参
考
に
本
町

も
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
思

う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
考
え
も
あ
る

が
ど
う
か
伺
う
。

今
後
、
庁
舎
内
や

区
長
会
等
で
も
検
討

し
ま
す
。

今
年
の
春
、
稲
葉

崎
の
国
道
２
６
８
号

線
沿
い
の
桜
並
木
が
夜
間
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昼
夜
問
わ
ず

凄
く
綺
麗
で
多
く
の
見
物
客
が

訪
れ
て
、
本
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
観

光
的
ス
ポ
ッ
ト
が
一
つ
増
え
た

よ
う
に
思
え
た
。
そ
こ
で
、
あ

の
光
景
を
更
に
延
伸
し
て
、
水

田
農
地
等
に
支
障
が
無
い
よ
う

山
野
線
跡
地
を
利
用
し
て
栗
野

駅
ま
で
と
、
一
部
分
川
内
川
堤

防
を
利
用
し
て
、
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
く
り
の
郷
ま
で
の
間
に
、

本
町
が
特
産
品
と
し
て
推
進
し

て
い
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
木
を
希

望
す
る
町
民
に
よ
る
寄
附
植
栽

活
動
事
業
は
考
え
ら
れ
な
い
か

伺
う
。

質
問
の
区
間
に
、

ア
ー
モ
ン
ド
の
並
木

道
を
整
備
し
て
き
れ
い
な
花
を

咲
か
す
事
が
出
来
れ
ば
、
観
光

客
の
誘
致
に
も
繋
が
る
と
思
い

ま
す
が
、
周
辺
の
水
田
農
地
等

へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
十
分
な
協
議
検
討
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

山
野
線
跡
地
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
道
路
約

４
Ｋ
ｍ
の
「
ア
ー
モ
ン
ド
の
並

木
道
」
は
日
本
で
も
本
町
だ
け

で
あ
り
、
ま
た
町
民
参
加
で
、

手
作
り
の
夢
咲
か
せ
る
花
道
活

動
で
あ
れ
ば
、
最
高
の
ま
ち
づ

く
り
で
観
光
客
の
増
大
も
見
込

ま
れ
る
が
、
ど
う
か
伺
う
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り

一
番
の
名
所
で
観
光

客
が
見
込
ま
れ
、
本
町
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
長

町
長

問

問

町
長

問

町
長

小川　忍 議員
能登半島等地震被災者に公営住宅の提供を

町営住宅への入居が可能であ
ります

町
長

問

町
長

問

問

町
長

人
口
減
少
に
伴
う
自
治

会
組
織
に
つ
い
て

自
治
会
の
統
廃
合
を
支

援
し
ま
す

町
民
参
加
で
ア
ー
モ
ン

ド
の
開
花
を
夢
見
る
活

動
に
つ
い
て

観
光
客
の
誘
致
に
も
繋

が
る
と
思
い
ま
す
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議  会  の  動  き

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
で

混
乱
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　

政
府
は
、
今
年
３
月
ま
で
に
カ
ー
ド

を
全
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
と
の
目

標
を
掲
げ
、
普
及
を
急
ぎ
ま
し
た
が
、

人
為
的
ミ
ス
、
シ
ス
テ
ム
不
具
合
等
で

計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
私

は
、
身
近
な
問
題
と
し
て
、
誰
で
も
安

心
し
て
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
体

制
を
再
構
築
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま

す
。

　

さ
て
、
湧
水
町
議
会
第
２
回
定
例
会

が
終
わ
り
、
新
し
い
議
会
広
報
編
集
特

別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
議
会
だ
よ

り
第
75
号
を
編
集
い
た
し
ま
し
た
。
愛

読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（

宗　

照
夫
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委  

員  

長 　
田
原　

寛
文

　

副
委
員
長 　
成
相　
　

大

委
　
　
員 　
宗　
　

照
夫

同    　
久
留
須　

修　
　
　
　

同    　
境
田　

公
明

　

同    　
森
山
マ
ス
ミ

編後
集記

傍聴にお越しください。
 次の定例会は9月上旬開催予定です。次の定例会は9月上旬開催予定です。

「開かれた議会」づくりとして，
　　　　　　　　　　議会中継の配信しています。
〇インターネットを通じて、
　　YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。

　【YouTube チャンネル　「湧水町議会」 URL】
　https://www.youtube.com/channel/UCN82z1DuKBMDmJ7Wi5604gg　

〇役場両庁舎１階ロビー設置のモニターでも視聴できます。

▼ こ
ち
ら
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

月 日 曜日 議会の動き

４　
　
　
　
　

月

３ 月 ・令和 5 年度 年度始め式及び辞令交付式

12 水
・議会運営委員会
・議員全員協議会
・議会広報編集特別委員会

19 水 ・議員全員協議会
20 木 ・例月出納検査（～ 21 日）
22 土 ・えびの駐屯地創立 42 周年記念行事

24 月
・議会運営委員会
・議員全員協議会
・議会広報編集特別委員会

26 水 ・臨時議会（第１回）
・議員全員協議会

5　
　
　
　

月

1 月
・正副議長就任あいさつ回り
・川内川上流河川改修期成同盟会理事会
・川内川改修促進期成会理事会

10 水 ・議会広報特別委員会
16 火 ・県町村議会議長会 議員研修会
23

～

24
水 ・町村議会議長会主催議長・副議長研修会

月 日 曜日 議会の動き

6　
　
　
　
　

月

2 金 ・議会運営委員会
5 月 ・議員全員協議会
6 火 ・議会本会議
7 水 ・各常任委員会　
15 木 ・議会広報編集特別委員会
21 水 ・例月出納検査（～ 22 日）
23 金 ・本会議（一般質問）
26 月 ・本会議（一般質問）

27 火

・議会運営委員会　
・議員全員協議会
・議会広報編集特別委員会
・特別支援学校誘致特別委員会

29 木
・特別支援学校誘致特別委員会
・最終本会議　
・議員全員協議会

7　

月

4 火 ・県町村議会議長会 正副議長研修会

10 月
・議会運営委員会 
・議員全員協議会 
・議会広報編集特別委員会

14 金 ・臨時議会（第２回）
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